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属リンパ節や脾細胞，腫瘍浸潤リンパ球の解析を IFNγELISPOT アッセイ等で解析した．また CD4




2. OK432 刺激樹状細胞をラジオ波焼灼療法と併用することで対側腫瘍の増殖が大きく抑えられた． 
3. OK432 刺激樹状細胞併用群では脾細胞中の CD4 細胞 CD8 細胞の増大，腫瘍浸潤リンパ球中の
CD8 細胞の増大が認められ，IFNγELISPOT アッセイにて腫瘍特異性も確認された． 
4. 所属リンパ節においてはOK432刺激樹状細胞併用群では早期から腫瘍特異的なCD4細胞・CD8
細胞が効率的に増加していた． 
5. CD4，CD8 除去モデルではどちらにおいても抗腫瘍効果が消失したため OK432 刺激樹状細胞
併用ラジオ波焼灼療法による抗腫瘍効果は CD4，CD8 依存的であると判断された． 
本研究はラジオ波焼灼療法と樹状細胞療法を組み合わせるという新しい試みにおいて，その効果と
機序を詳細に検討し，明らかにした．これにより，新しい免疫治療として同治療が臨床応用される素
地が整ったこととなる．こういった観点を含め，本研究は学位に値する労作と評価された． 
 
 
 
